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宗
徧
流
門
人
各
位
様
を
は
じ
め
、
お
茶
人
・
お
茶

好
き
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
ご
厚
誼
を
賜
り
ま
し

て
、
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
社
は
、
旧
山
城
国
の
ほ
ぼ
中
央
、
京
都
府
宇
治

市
小
倉
町
に
あ
り
ま
す
。
旧
山
城
国
は
古
代
よ
り
都

に
近
い
た
め
大
陸
由
来
の
文
明
の
恩
恵
を
受
け
や
す

く
、
農
業
技
術
先
進
地
域
で
し
た
。
当
家
の
先
祖
は

恐
ら
く
大
昔
か
ら
の
小
倉
土
着
で
、
江
戸
時
代
に
は

既
に
茶
の
栽
培
を
手
掛
け
て
お
り
、
徐
々
に
問
屋
の

性
格
を
強
め
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
茶
業
界
人
で
す
の
で
、
抹
茶
や
茶
業

界
に
つ
い
て
寄
稿
致
し
ま
す
。
抹
茶
を
多
方
向
か
ら

眺
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
実
際
と
社
会
全
体
か
ら

見
た
位
置
付
け
み
た
い
な
も
の
を
、
大
ま
か
に
バ

ラ
ン
ス
良
く
掴
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。多
方
向
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
な
り
ま
す
の
で
、

途
中
で
唐
突
に
話
題
が
変
わ
っ
た
り
し
ま
す
こ
と
を

ご
容
赦
下
さ
い
。

一
．
茶
は
工
芸
作
物

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
『
青
天
を
衝
け
』
で
描
か

れ
た
渋
沢
栄
一
の
実
家
は
、
養
蚕
家
兼
、
藍
葉
を
栽

培
し
て
加
工
し
藍
玉
を
生
産
す
る
藍
生
産
家
で
し

た
。
米
や
野
菜
の
よ
う
に
調
理
し
て
す
ぐ
食
用
に
な

る
の
で
は
な
く
、
藍
（
染
料
の
原
料
）・
こ
う
ぞ
（
和

紙
の
原
料
）
な
ど
の
よ
う
に
一
定
以
上
加
工
し
て
人

に
利
用
さ
れ
る
作
物
を
工
芸
作
物
と
い
い
ま
す
。
茶

も
ま
た
工
芸
作
物
で
、栽
培
か
ら
商
品
化
に
至
る〈
工

程
〉
と
【
工
程
諸
段
階
で
の
茶
の
状
態
】
は
、
抹
茶

の
場
合
、
次
の
通
り
で
す
。

〈
栽
培
・
摘
採
〉
→
【
生
葉
】
→
〈
荒
茶
製
造
〉
→
【
荒

碾て
ん

茶
】
→
〈
精
選
〉
→
【
仕
上
げ
碾
茶
】
→
〈
合
組
〉

→
【
挽
上
げ
用
仕
上
げ
碾
茶
】
→
〈
挽
上
げ
〉
→
【
抹

茶
】
→
〈
包
装
〉
→
【
商
品
】

　

荒
茶
製
造
は
生
葉
を
蒸
し
て
乾
燥
す
る
工
程
で

す
。
生
葉
は
変
質
（
酸
化
）
す
る
の
で
、
摘
採
後
速

や
か
に
蒸
し
て
酸
化
酵
素
を
不
活
性
化
し
ま
す
。
蒸

し
た
ら
す
ぐ
に
乾
燥
し
な
い
と
変
質
し
、
保
存
も
で

き
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
摘
採
か
ら
荒
茶
製
造
ま
で
を

速
や
か
に
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
、
渋
沢
家
の
藍
玉

工
場
が
藍
畑
近
く
に
あ
っ
た
の
と
同
様
に
、
荒
茶
工

場
は
茶
園
近
く
に
あ
り
ま
す
。

二
．
日
本
の
経
済
史
に
お
け
る

　
　
　工
芸
作
物
の
位
置
付
け

　

藍
も
茶
も
、
穀
類
の
よ
う
に
ヒ
ト
の
生
存
上
不
可

欠
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
こ
れ
ら
工
芸

作
物
は
、
人
々
の
暮
ら
し
が
一
定
以
上
豊
か
で
な
い

と
消
費
さ
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
生
産
も
さ
れ
ま
せ
ん
。

室
町
時
代
に
は
町
衆
と
呼
ば
れ
る
富
裕
な
都
市
住
民

が
増
加
し
、
生
存
す
る
以
上
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
求

め
ま
し
た
。
畿
内
を
中
心
と
す
る
先
進
的
農
業
技
術

を
持
つ
農
村
は
そ
れ
に
応
え
ま
し
た
。
農
村
民
は
都

市
住
民
に
工
芸
作
物
や
そ
の
加
工
品
を
渡
し
、
代
わ

り
に
通
貨
を
受
け
取
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
工
芸

作
物
を
一
つ
の
媒
体
と
し
て
、
都
市
と
農
村
の
相
互

依
存
と
貨
幣
経
済
が
発
展
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に

村
田
珠
光
が
侘
茶
を
説
き
、
茶
道
が
戦
国
武
士
の
間

蒸した茶葉を揉まずに乾かしてできた「碾茶（石臼で挽くと抹茶になる原料葉）の荒茶」

　抹茶はミルクや砂糖、炭酸水と混ぜるなどさまざまな飲み方、
またアイスクリームやケーキといったスイーツに使われるなど、
茶道の世界以外でも身近な存在になってきました。また近年、抹
茶の持つ高い健康効果が注目され海外でも人気を集めています。
そんな抹茶と茶業界について、山政小山園の小山政吾社長にご寄
稿いただきました。

抹茶を多方向から眺める

拝見場と呼ばれる審査室で碾茶を審査する小山政吾社長

文・写真　小山　政吾（山政小山園 代表取締役社長）

抹茶を
多方向から眺める
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で
流
行
し
た
の
も
、
そ
の
背
景
に
は
同
時
期
の
こ
の

よ
う
な
経
済
社
会
の
進
展
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

三
．
茶
業
界
の
構
造

　

今
日
の
茶
業
界
の
構
造
は
、
次
の
三
段
階
に
分
け

て
整
理
で
き
ま
す
。

（
１
）
生
産
家
：（
特
徴
）
栽
培
の
み
な
ら
ず
荒
茶
製

造
も
行
う

　

既
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
摘
採
か
ら
荒
茶
製
造

ま
で
を
速
や
か
に
行
う
た
め
に
、
茶
園
と
荒
茶
工
場

は
近
接
し
、
栽
培
か
ら
荒
茶
製
造
ま
で
を
同
じ
事
業

者
が
行
い
ま
す
。
茶
業
界
に
お
い
て
栽
培
者
を
「
生

産
家
」
と
呼
ぶ
の
は
、
栽
培
を
行
う
事
業
者
（
ふ
つ

う
言
う
「
農
家
」）
が
、
工
場
を
持
っ
て
荒
茶
製
造

も
行
う
か
ら
で
す
。

（
２
）
問
屋
：（
特
徴
）
加
工
と
流
通
の
両
方
を
行
う

　

生
産
家
か
ら
荒
茶
を
仕
入
れ
、
荒
茶
製
造
の
後
工

程
で
あ
る
精
選
以
降
の
加
工
工
程
を
経
て
小
売
販
売

可
能
な
商
品
を
つ
く
り
、
小
売
店
（
得
意
先
）
へ
出

荷
し
ま
す
。

　

仕
入
れ
に
際
す
る
値
決
め
は
商
品
価
値
に
直
結
す

る
の
で
特
に
重
要
で
す
。
生
産
家
と
の
間
で
の
荒
茶

取
引
価
格
の
決
定
を
も
っ
て
茶
に
単
価
が
付
く
こ
と

を
起
点
と
し
て
、
茶
は
経
済
的
カ
ウ
ン
ト
が
可
能
な

社
会
的
存
在
と
な
り
ま
す
。

　

生
産
家
・
小
売
店
と
比
べ
て
事
業
者
数
が
少
な
く
、

実
質
的
な
金
融
的
機
能
を
含
む
在
庫
機
能
を
持
ち
、

生
産
家
と
小
売
店
と
の
間
に
位
置
し
ま
す
の
で
、
流

通
面
で
は
扇
の
要
か
な
め

的
な
存
在
で
す
。

（
３
）
小
売
店

　

消
費
者
に
最
終
販
売
を
行
い
ま
す
。

ち
な
み
に
当
社
の
業
態
は
「（
１
）
生
産
家
＋
（
２
）

問
屋
」
で
す
。
今
日
で
は
「（
２
）」
に
軸
足
を
置
い

た
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
も
祖
業
の
ル
ー
ツ

を
守
り
、
茶
園
の
栽
培
と
荒
茶
製
造
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

問
屋
に
よ
っ
て
、「（
２
）」
で
あ
っ
た
り
「（
２
）

ま
し
た
。

四
．
抹
茶
の
用
途
、
消
費
市
場
の
違
い

　

飲
用
と
食
品
加
工
用
に
大
別
で
き
ま
す
。

　

飲
用
の
中
で
は
、
茶
道
の
場
で
使
用
さ
れ
る
部
分

と
、
茶
道
と
直
接
関
係
無
く
日
常
の
場
な
ど
で
飲
ま

れ
る
部
分
と
で
、
や
や
性
格
を
異
に
し
ま
す
。

　

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
ス
イ
ー
ツ
に
使
用
さ
れ
る
食

品
加
工
用
抹
茶
は
、
約
三
十
年
前
か
ら
急
速
に
消
費

が
拡
大
し
、
今
で
は
飲
用
消
費
量
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。
品
質
は
概
し
て
、
飲
用
よ
り
も
苦
渋
み

が
多
く
て
も
可
と
さ
れ
て
お
り
、
価
格
が
低
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

飲
用
と
食
品
加
工
用
の
抹
茶
原
料
で
あ
る「
碾
茶
」

は
今
や
、
京
都
府
内
に
限
る
と
首
位
の
生
産
茶
種
で

す
。
抹
茶
の
香
味
と
糖
や
乳
と
の
相
性
の
良
さ
は
、

加
工
用
抹
茶
と
い
う
新
規
大
消
費
市
場
の
獲
得
を
可

能
と
し
、
こ
れ
は
茶
業
界
に
と
っ
て
誠
に
幸
運
な
こ

と
で
し
た
。

五
．
茶
道
と
抹
茶

　

申
す
ま
で
も
な
く
、
抹
茶
は
菓
子
や
道
具
と
と
も

に
、
茶
道
を
行
う
上
で
必
要
な
も
の
の
一
部
で
す
。

　

一
方
、
前
段
か
ら
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す
通
り
、

茶
道
関
係
は
抹
茶
の
需
要
先
の
大
切
な
一
部
で
す
。

こ
こ
に
も
、
室
町
時
代
以
来
続
く
、
都
市
と
農
村
の

相
互
依
存
関
係
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

五
年
間
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
終
え
た
私
は
家

業
に
入
り
、
抹
茶
を
主
力
商
品
と
す
る
当
社
に
あ
る

＋
（
３
）」
で
あ
っ
た
り
と
、色
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

当
社
は
、
得
意
先
で
あ
る
小
売
店
と
の
競
合
を
避
け

る
た
め
に
、「（
３
）」は
行
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

近
年
の
世
の
中
の
急
速
な
変
化
の
中
で
、
如
何
に
し

て
消
費
者
の
皆
様
に
当
社
商
品
を
お
届
け
す
べ
き
か

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「（
１
）
→
（
２
）
→
（
３
）」
の
チ
ェ
ー

ン
に
は
通
常
大
き
な
変
動
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ

の
チ
ェ
ー
ン
が
問
屋
ご
と
の
香
味
の
筋
を
作
っ
て
き

者
と
し
て
必
要
な
素
養
を
授
か
る
た
め
に
、
裏
千
家

業
躰 

金
澤
宗
維
先
生
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。
割
と

頻
繁
に
催
さ
れ
る
稽
古
後
の
飲
み
会
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
楽
し
く
て
続
い
て
き
た
劣
等
生
な
の
で
す

が
、
奥
深
く
広
が
る
茶
道
の
入
り
口
に
お
連
れ
い
た

だ
け
た
こ
と
は
、
職
業
柄
抜
き
に
し
て
も
、
私
が
生

き
る
上
で
の
大
き
な
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
年
に
父
の
代
理
で
山
田
家
初
釜
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
の
茶
道
家
元
に

お
け
る
初
釜
の
初
体
験
で
、
お
家
元
も
私
も
三
十
代

前
半
で
し
た
。
そ
の
と
き
の
清
々
し
い
空
気
は
深
く

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
二
十
年
間
、
世
の
中
の
変
化
は
激
し
く
、

社
会
も
個
人
も
変
わ
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

「
不
易
流
行
」
の
解
釈
は
諸
説
あ
る
よ
う
で
す
が
、

本
質
を
変
え
な
い
た
め
に
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
確
か
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。当
社
で
は
近
年
、

よ
り
多
く
の
方
に
茶
と
当
社
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

そ
の
中
で
最
近
の
取
り
組
み
な
ど
も
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
高
覧
下
さ
い
。

【
山
政
小
山
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

https://w
w

w
.yam

am
asa-koyam

aen.co.jp

小
山 

政
吾
（
こ
や
ま 

せ
い
ご
）

株
式
会
社
山
政
小
山
園 

代
表
取
締
役
社
長
。

昭
和
六
十
二
年
一
橋
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
旭
硝
子
株
式
会
社
（
現

AGC

）
に
五
年
間
勤
め
た
後
、
平
成
四
年
に
株
式
会
社
山
政
小
山
園
に
入

社
。
平
成
十
八
年
に
同
社
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
。
現
在
、
京
都
府
茶

協
同
組
合
副
理
事
長
、
京
都
経
済
同
友
会
幹
事
等
を
務
め
る
。

現在でも自園で手摘みを続けている

昭和初期（戦前）の出荷風景

昭和初期（戦前）の茶園風景

抹茶を
多方向から眺める




